
SOMPO環境財団の概要



SOMPO環境財団について（概要）

環境分野の人材育成を目的として、損害保険ジャパン

（ＳＯＭＰＯホールディングス）が１９９９年に設立

財団の理念
「木を植える人を育てる」

主な事業内容

● ＣＳＯラーニング制度

● 市民のための環境公開講座

● 環境保全プロジェクト助成

● 学術研究助成



①ＣＳＯラーニング制度（インターンシッププログラム）

＜制度の特色＞
有償のインターンシッププログラム
●対象 大学生、大学院生
●期間 毎年６月から翌年１月までの８ヶ月間
●開催地域
関東、関西、愛知、宮城、九州の５地区
（2019年からインドネシアで同様制度を運営）
●実績
２０００年度の開始から２５年目
これまで、６０以上のCSO団体に派遣し、
１,３３２名の修了生を輩出
→修了生は官公庁、自治体、企業、NPOなど
多様なセクターで活躍。



②市民のための環境公開講座

１９９３年に日本環境教育フォーラム（JEEF）と損保ジャパンが
「一般市民の方々に環境問題を理解し、具体的に行動する場を提供することを目的」
として開始し、32年継続実施。

× ×

NGOと企業とのパートナーシップ＝協働事業の先駆け

2024年3月末で累計４４,３００名が参加。
2020年から無料のオンライン講座に移行し、録画を提供することで、時間・場所を問わ
ず、気軽に学べる場を提供。
研究者、スタートアップ、企業、実践者など多様な講師を招聘



社内への浸透

SOMPOグループ横断でのプラットフォームの構築を検討

クラウド
ファンディング
を通じた寄付

クラウド
ファンディング
を通じた寄付

事業活動を
情報発信

財団の取り組みの
理解・共感

◆財団の事業を通じ、社会課題に対して
鋭敏な社員を育成

◆社会課題解決に向け、事業を通じて
何かできるか考え、社会に貢献
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